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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリア 
ＲＥＩＴファンド 

＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型） 
 

愛称：コアランド 

 
 

第49期（決算日：2019年４月15日） 

第50期（決算日：2019年５月15日） 

第51期（決算日：2019年６月17日） 

第52期（決算日：2019年７月16日） 

第53期（決算日：2019年８月15日） 

第54期（決算日：2019年９月17日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オースト

ラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決

算型）」は、去る９月17日に第54期の決算を行いまし

たので、法令に基づいて第49期～第54期の運用状況

をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信  特化型  

信 託 期 間 2025年３月14日まで（2015年３月20日設定） 

運 用 方 針 

円建ての外国投資信託であるＡＭＰ オーストラリア 
リート ファンドの投資信託証券への投資を通じて、主と
してオーストラリアの不動産投資信託証券への実質的な
投資に加えて、円に対する豪ドルのコール・オプション
およびオーストラリアの不動産投資信託指数のコール・
オプションの売却によってオプション・プレミアム収入
を獲得する、カバード・コール戦略を実質的に活用しま
す。なお、証券投資信託であるマネー・マーケット・マ
ザーファンドの投資信託証券への投資も行います。 
円建ての外国投資信託への投資は高位を維持すること
を基本とします。 
不動産投資信託証券等の運用にあたっては、ＡＭＰキャ
ピタル・インベスターズ・リミテッドが行います。また、
カバード・コール戦略の運用は、クレディ・スイス・マ
ネジメント（ケイマン）リミテッドが行います。 

主 要 運 用 対 象 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ  
オース トラ リア 
ＲＥＩＴファンド 
＜Ｗプレミアム＞ 
（毎月 決算 型） 

ＡＭＰ オーストラリア リート ファン
ドおよびマネー・マーケット・マザーファ
ンドの投資信託証券を主要投資対象とし
ます。 

Ａ Ｍ Ｐ  
オーストラリア  
リート ファンド 

オーストラリアの不動産投資信託証券、
ならびに円に対する豪ドルのコール・オ
プション取引およびオーストラリアの不
動産投資信託指数のコール・オプション
取引を主要投資対象とします。 

マ ネ ー ・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象とします。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主 な 組 入 制 限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決定しま
す。ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わ
ないことがあります。なお、第３計算期末までの間は、
収益の分配は行いません。 

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
●ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信用リス
ク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けており、投資対
象に支配的な銘柄（寄与度*が10％を超える又は超える可能性の高い銘柄）
が存在し、又は存在することとなる可能性が高いものを、特化型としてい
ます。 

●ファンドは、オーストラリアの不動産投資信託証券に実質的に投資しま
す。オーストラリアの不動産投資信託証券には、寄与度が10％を超える又
は超える可能性の高い支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄への投資
が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財務状況の
悪化が生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。 
＊ 寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたりの時価総

額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あたりの構成比率
を指します。 

 

261210 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
25期(2017年４月17日) 7,025 130 2.5 0.0 － 99.4 9,119 
26期(2017年５月15日) 6,755 130 △2.0 － － 98.0 8,510 
27期(2017年６月15日) 6,649 130 0.4 － － 98.4 7,943 
28期(2017年７月18日) 6,213 130 △4.6 － － 99.0 7,117 
29期(2017年８月15日) 6,047 130 △0.6 － － 99.0 6,743 
30期(2017年９月15日) 6,163 130 4.1 － － 99.1 6,654 
31期(2017年10月16日) 6,019 130 △0.2 － － 99.2 6,299 
32期(2017年11月15日) 6,024 100 1.7 － － 99.4 6,017 
33期(2017年12月15日) 6,098 100 2.9 － － 99.2 5,833 
34期(2018年１月15日) 5,746 100 △4.1 － － 99.3 5,281 
35期(2018年２月15日) 5,144 100 △8.7 － － 99.4 4,553 
36期(2018年３月15日) 5,121 100 1.5 － － 99.1 4,423 
37期(2018年４月16日) 4,998 100 △0.4 － － 99.1 4,188 
38期(2018年５月15日) 5,054 100 3.1 － － 99.3 4,162 
39期(2018年６月15日) 5,031 100 1.5 － － 99.0 4,086 
40期(2018年７月17日) 5,105 100 3.5 － － 99.4 4,034 
41期(2018年８月15日) 4,899 100 △2.1 － － 99.2 3,825 
42期(2018年９月18日) 4,879 100 1.6 － － 99.1 3,695 
43期(2018年10月15日) 4,450 100 △6.7 － － 97.9 3,302 
44期(2018年11月15日) 4,519 100 3.8 － － 98.9 3,337 
45期(2018年12月17日) 4,533 70 1.9 － － 98.6 3,318 
46期(2019年１月15日) 4,379 70 △1.9 － － 98.6 3,209 
47期(2019年２月15日) 4,534 70 5.1 － － 98.5 3,316 
48期(2019年３月15日) 4,609 70 3.2 － － 98.5 3,333 

49期(2019年４月15日) 4,631 70 2.0 － － 98.6 3,363 
50期(2019年５月15日) 4,348 70 △4.6 － － 98.4 3,146 
51期(2019年６月17日) 4,430 70 3.5 － － 98.5 3,191 
52期(2019年７月16日) 4,516 70 3.5 － － 99.0 3,192 
53期(2019年８月15日) 4,187 70 △5.7 － － 98.5 2,946 
54期(2019年９月17日) 4,143 70 0.6 － － 98.6 2,915 

 
（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第49期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年３月15日 4,609 － － － 98.5 

３月末 4,666 1.2 － － 98.4 

(期  末)      

2019年４月15日 4,701 2.0 － － 98.6 

第50期 

(期  首)      

2019年４月15日 4,631 － － － 98.6 

４月末 4,582 △1.1 － － 99.0 

(期  末)      

2019年５月15日 4,418 △4.6 － － 98.4 

第51期 

(期  首)      

2019年５月15日 4,348 － － － 98.4 

５月末 4,414 1.5 － － 98.5 

(期  末)      

2019年６月17日 4,500 3.5 － － 98.5 

第52期 

(期  首)      

2019年６月17日 4,430 － － － 98.5 

６月末 4,507 1.7 － － 98.3 

(期  末)      

2019年７月16日 4,586 3.5 － － 99.0 

第53期 

(期  首)      

2019年７月16日 4,516 － － － 99.0 

７月末 4,432 △1.9 － － 98.7 

(期  末)      

2019年８月15日 4,257 △5.7 － － 98.5 

第54期 

(期  首)      

2019年８月15日 4,187 － － － 98.5 

８月末 4,228 1.0 － － 98.7 

(期  末)      

2019年９月17日 4,213 0.6 － － 98.6 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

運用経過
第49期～第54期：2019年３月16日～2019年９月17日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛
基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 9 期 首 4,609円
第 5 4 期 末 4,143円
既払分配金 420円
騰 落 率 －1.1％

（分配金再投資ベース）

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ1.1％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

豪州連邦準備銀行（ＲＢＡ）による利下げ観測の高まりや利下げ
の実施に加え、シドニーやメルボルンの住宅市場に対する投資家
心理が改善したことなどを背景に、オーストラリアＲＥＩＴ市況
がローカルベースで上昇したことが、基準価額の上昇要因となり
ました。保有銘柄の中では、住宅用不動産などを手掛ける
「MIRVAC GROUP」（各種・分散投資型）や、オフィス用不動
産や物流不動産などを手掛ける「CHARTER HALL GROUP」
（各種・分散投資型）などが上昇しました。
オプション・プレミアム収入を獲得したことが基準価額の上昇要
因となりました。

上昇要因

オーストラリアの長期金利が低下したことや、世界経済への警戒
感などを背景にリスク回避の円買いが進行したことなどから、豪
ドルが対円で下落したことが基準価額の下落要因となりました。
オーストラリアのＲＥＩＴ指数のコール・オプションの売却に係
る損失などが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

第49期～第54期：2019年３月16日～2019年９月17日

投資環境について

  オーストラリアＲＥＩＴ市況
オーストラリアＲＥＩＴ市況は、当作成
期間を通しては上昇しました。
当作成期首から2019年４月にかけては、
2019年初頭からの上昇を受けた利益確定
売りの動きや同国・長期金利の動向など
を背景に軟調な展開となったものの、５
月から７月上旬にかけては、ＲＢＡによ
る利下げ観測の高まりや、同国の長期金
利が低下したことなどが好感され上昇し
ました。また、連邦総選挙で与党保守連
合が政権を維持したことや、豪健全性規
制庁（ＡＰＲＡ）による融資規制の廃止
提案などを背景に、同国の住宅市場に対
する底打ち期待が高まったことなども、
同市場の上昇をサポートする要因となり
ました。
７月中旬から当作成期末にかけては、
オーストラリアＲＥＩＴ市況の高値警戒
感に加え、米中貿易摩擦や世界経済への
不透明感などを受けた投資家心理の悪化
などを背景に下落したものの、当作成期
を通してみるとオーストラリアＲＥＩＴ
市況は上昇しました。

  為替市況
豪ドルは、当作成期間を通しては対円で
下落しました。
当作成期首から2019年４月中旬にかけて
は、豪ドルは対円で上昇したものの、４
月下旬から８月にかけては、ＲＢＡによ
る利下げ観測の高まりや利下げの実施に
加え、世界経済への不透明感などを背景
にリスク回避の円買いが進行したことな
どから、豪ドルは対円で下落しました。
９月から当作成期末にかけては、金融市
場への過度な警戒感が一部後退したこと
などから投資家心理が改善し、豪ドルは
対円で上昇したものの、当作成期を通し
てみると豪ドルは対円で下落しました。

  国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調
整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、
2019年９月17日のコール・レートは
－0.065％となりました。

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリ
アＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミア
ム＞（毎月決算型）
外国投資信託であるＡＭＰ オーストラリ
ア リート ファンドを高位に組み入れた
運用を行いました。また、マネー・マー
ケット・マザーファンド投資信託証券を
一部組み入れた運用を行いました。

  ＡＭＰ オーストラリア リート ファ
ンド
オーストラリアのＲＥＩＴを高位に組み
入れる運用を行うとともに、円に対する
豪ドルのコール・オプションおよびオー
ストラリアのＲＥＩＴ指数のコール・オ
プションの売却によってオプション・プ

レミアム収入を獲得する、カバード・
コール戦略を活用する運用を行いました。
投資するＲＥＩＴについては、中長期的
な不動産価値の向上による恩恵が期待さ
れる、店舗用の優良な物件を重視しなが
ら、オフィス用ＲＥＩＴについては都市
毎の経済環境によって選別的な運用を行
いました。
当作成期は、各種・分散投資型の投資比
率を引き上げた一方、店舗用の投資比率
を引き下げました。

  マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保をめざした運用を行い
ました。

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

（注）  対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）  当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期

2019年 ３ 月16日～
2019年 ４ 月15日

2019年 ４ 月16日～
2019年 ５ 月15日

2019年 ５ 月16日～
2019年 ６ 月17日

2019年 ６ 月18日～
2019年 ７ 月16日

2019年 ７ 月17日～
2019年 ８ 月15日

2019年 ８ 月16日～
2019年 ９ 月17日

当期分配金
（対基準価額比率）

70 70 70 70 70 70
（1.489％） （1.584％） （1.556％） （1.526％） （1.644％） （1.662％）

当期の収益 70 70 68 68 66 65

当期の収益以外 － － 1 1 3 4

翌期繰越分配対象額 872 873 871 870 867 862

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリ
アＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミア
ム＞（毎月決算型）
外国投資信託への投資を通じてオースト
ラリアのＲＥＩＴを高位に組み入れ、値
上がり益の獲得および配当収益の確保を
めざします。また、マネー・マーケッ
ト・マザーファンド投資信託証券を一部
組み入れた運用を行います。

  ＡＭＰ オーストラリア リート ファ
ンド
オーストラリアＲＥＩＴは、ＲＢＡによ
る金融緩和策などを背景に低金利環境の
持続期待が高まっており、実物不動産市
場はテナントからの安定的な需要や、主
要都市の物件供給が限定的であることな
どが同市場の成長を下支えするとみてい
ます。世界の金融市場は、米中貿易摩擦
などを受けてリスク回避的な動きが強
まっているものの、オーストラリアＲＥ
ＩＴは、相対的に高い配当利回りやディ
フェンシブ性に着目した資金流入の高ま
りなどが期待されます。不動産の用途別
では、事業環境が良好な工業用不動産や、
優良オフィス不動産のファンダメンタル
ズが良好であることに加え、ここ数年に

住宅価格の調整が続いた住宅市場は、シ
ドニーやメルボルンなどで底打ち期待が
生まれつつあります。
運用については、不動産価値の向上が期
待される優良な物件を重視した運用を行
い、中長期的な信託財産の成長と配当収
益の確保をめざします。セクター別では、
持続的な賃料の上昇が期待される工業用
ＲＥＩＴに注目しているほか、個別銘柄
では、高い物件開発能力を有する銘柄に
注目しています。
また、円に対する豪ドルのコール・オプ
ションおよびオーストラリアのＲＥＩＴ
指数のコール・オプションの売却によっ
てオプション・プレミアム収入を獲得す
る、カバード・コール戦略を活用します。

  マネー・マーケット・マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、コール・ローンおよびＣＰ現先取引
等への投資を通じて、安定した収益の確
保をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

2019年３月16日～2019年９月17日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注） 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第49期～第54期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 24 0.548 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 9) (0.204) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (15) (0.330) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 1) (0.014) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0  0.002  (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 24  0.550  

作成期中の平均基準価額は、4,450円です。

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.11％です。

（注） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注） ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用以外
0.27％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

運用管理費用
0.76％

運用管理費用
0.76％

投資先
ファンド
1.03％

投資先
ファンド
1.03％

運用管理費用
（投信会社）
0.40％

運用管理費用
（投信会社）
0.40％

当ファンド
1.08％
当ファンド
1.08％

運用管理費用
（販売会社）
0.65％

運用管理費用
（販売会社）
0.65％

総経費率
2.11％

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.11

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.08

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.76

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.27

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年３月16日～2019年９月17日) 

 

 

銘 柄 
第49期～第54期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ＡＭＰ オーストラリア リート ファンド 88 363,431 110 449,800  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月16日～2019年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年９月17日現在) 

 

銘 柄 
第48期末 第54期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＡＭＰ オーストラリア リート ファンド 769 748 2,874,748 98.6 

合 計 769 748 2,874,748 98.6 
 

（注） 比率は三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第48期末 第54期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 11,293 11,293 11,500 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年９月17日現在) 

項 目 
第54期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,874,748 96.8 

マネー・マーケット・マザーファンド 11,500 0.4 

コール・ローン等、その他 84,077 2.8 

投資信託財産総額 2,970,325 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第49期末 第50期末 第51期末 第52期末 第53期末 第54期末 

2019年４月15日現在 2019年５月15日現在 2019年６月17日現在 2019年７月16日現在 2019年８月15日現在 2019年９月17日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 3,422,771,298   3,199,614,032   3,248,683,291   3,262,870,260   2,998,706,219   2,970,325,699   

 コール・ローン等 94,260,431   91,059,506   93,961,489   90,660,651   85,652,400   84,076,835   

 投資信託受益証券(評価額) 3,317,010,867   3,097,054,526   3,143,221,802   3,160,709,609   2,901,553,819   2,874,748,864   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 11,500,000   11,500,000   11,500,000   11,500,000   11,500,000   11,500,000   

(B) 負債 58,828,787   53,579,481   57,355,730   70,181,586   52,442,013   54,387,526   

 未払収益分配金 50,847,613   50,648,655   50,431,792   49,485,463   49,251,058   49,262,692   

 未払解約金 4,907,068   20,784   3,808,821   17,913,837   433,599   2,229,737   

 未払信託報酬 3,064,723   2,901,233   3,105,574   2,773,653   2,749,020   2,886,253   

 未払利息 154   68   193   196   57   153   

 その他未払費用 9,229   8,741   9,350   8,437   8,279   8,691   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,363,942,511   3,146,034,551   3,191,327,561   3,192,688,674   2,946,264,206   2,915,938,173   

 元本 7,263,944,838   7,235,522,218   7,204,541,851   7,069,351,906   7,035,865,550   7,037,527,477   

 次期繰越損益金 △3,900,002,327   △4,089,487,667   △4,013,214,290   △3,876,663,232   △4,089,601,344   △4,121,589,304   

(D) 受益権総口数 7,263,944,838口 7,235,522,218口 7,204,541,851口 7,069,351,906口 7,035,865,550口 7,037,527,477口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,631円 4,348円 4,430円 4,516円 4,187円 4,143円 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 

2019年３月16日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月15日 

2019年５月16日～ 
2019年６月17日 

2019年６月18日～ 
2019年７月16日 

2019年７月17日～ 
2019年８月15日 

2019年８月16日～ 
2019年９月17日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 55,901,304   54,221,755   50,630,307   49,556,972   49,389,554   48,718,265   

 受取配当金 55,903,851   54,224,220   50,632,556   49,560,104   49,391,590   48,720,107   

 受取利息 －   －   4   －   －   17   

 支払利息 △        2,547   △        2,465   △        2,253   △        3,132   △        2,036   △        1,859   

(B) 有価証券売買損益 13,516,518   △  205,472,740   61,477,333   63,748,093   △  228,645,840   △   27,633,160   

 売買益 14,252,472   405,266   61,851,988   65,138,270   869,219   98,669   

 売買損 △      735,954   △  205,878,006   △      374,655   △    1,390,177   △  229,515,059   △   27,731,829   

(C) 信託報酬等 △    3,073,952   △    2,909,974   △    3,114,924   △    2,782,090   △    2,757,299   △    2,894,944   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 66,343,870   △  154,160,959   108,992,716   110,522,975   △  182,013,585   18,190,161   

(E) 前期繰越損益金 △2,979,092,919   △2,938,014,311   △3,109,083,867   △2,975,992,467   △2,875,520,753   △3,088,456,459   

(F) 追加信託差損益金 △  936,405,665   △  946,663,742   △  962,691,347   △  961,708,277   △  982,815,948   △1,002,060,314   

 (配当等相当額) (    354,527,291)  (    354,454,393)  (    354,770,275)  (    349,668,435)  (    350,400,588)  (    352,085,411)  

 (売買損益相当額) (△1,290,932,956)  (△1,301,118,135)  (△1,317,461,622)  (△1,311,376,712)  (△1,333,216,536)  (△1,354,145,725)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,849,154,714   △4,038,839,012   △3,962,782,498   △3,827,177,769   △4,040,350,286   △4,072,326,612   

(H) 収益分配金 △   50,847,613   △   50,648,655   △   50,431,792   △   49,485,463   △   49,251,058   △   49,262,692   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,900,002,327   △4,089,487,667   △4,013,214,290   △3,876,663,232   △4,089,601,344   △4,121,589,304   

 追加信託差損益金 △  936,405,665   △  946,663,742   △  962,691,347   △  961,708,277   △  982,815,948   △1,002,060,314   

 (配当等相当額) (    354,527,291)  (    354,454,393)  (    354,770,275)  (    349,668,435)  (    350,400,588)  (    352,085,411)  

 (売買損益相当額) (△1,290,932,956)  (△1,301,118,135)  (△1,317,461,622)  (△1,311,376,712)  (△1,333,216,536)  (△1,354,145,725)  

 分配準備積立金 279,147,460   277,490,121   273,397,061   265,752,088   259,664,216   254,740,187   

 繰越損益金 △3,242,744,122   △3,420,314,046   △3,323,920,004   △3,180,707,043   △3,366,449,612   △3,374,269,177   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 7,232,863,259円 

作成期中追加設定元本額 320,043,326円 

作成期中一部解約元本額 515,379,108円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.4143円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は4,121,589,304円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年３月16日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月15日 

2019年５月16日～ 
2019年６月17日 

2019年６月18日～ 
2019年７月16日 

2019年７月17日～ 
2019年８月15日 

2019年８月16日～ 
2019年９月17日 

費用控除後の配当等収益額 53,425,787円 51,311,768円 49,223,583円 48,340,035円 46,632,215円 45,823,274円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 354,527,291円 354,454,393円 354,770,275円 349,668,435円 350,400,588円 352,085,411円 

分配準備積立金額 276,569,286円 276,827,008円 274,605,270円 266,897,516円 262,283,059円 258,179,605円 

当ファンドの分配対象収益額 684,522,364円 682,593,169円 678,599,128円 664,905,986円 659,315,862円 656,088,290円 

１万口当たり収益分配対象額 942円 943円 941円 940円 937円 932円 

１万口当たり分配金額 70円 70円 70円 70円 70円 70円 

収益分配金金額 50,847,613円 50,648,655円 50,431,792円 49,485,463円 49,251,058円 49,262,692円 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴファンド＜Ｗプレミアム＞（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 

１万口当たり分配金（税込み） 70円 70円 70円 70円 70円 70円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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